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○大雪消防組合職員の特殊勤務手当に関 

する条例 

 

昭和 49 年３月 26 日 

条 例 第 ４ 号 

 

改正  昭和 50 年３月 20 日条例第２号   昭和 52 年４月１日条例第２号 

昭和 53 年３月 31 日条例第１号   昭和 57 年３月 28 日条例第１号 

平成４年３月 31 日条例第３号   平成 12 年３月 30 日条例第２号 

平成 12 年４月 18 日条例第６号   平成 18 年３月 30 日条例第１号 

平成 26 年４月１日条例第 12 号   平成 31 年 3 月 22 日条例第３号 

令和２年 12 月 22 日条例第１号   令和５年６月 14 日条例第 10 号 

 

（目的） 

第１条 この条例は、大雪消防組合職員の特殊勤務手当の支給について、大雪消防組合職員

の給与に関する条例（昭和４８年条例第８号）に定めるもののほか、必要な事項について

定めることを目的とする。 

 （特殊勤務手当の種類） 

第２条 特殊勤務手当の種類は、次のとおりとする。 

    夜間特殊業務手当 

    消防業務手当 

    災害派遣手当 

    救急待機手当 

 （夜間特殊業務手当） 

第３条 夜間特殊業務手当は、正規の勤務時間として午後１０時から翌日の午前５時までの

間に勤務する職員が任命権者が定める業務に従事したときに支給する。 

 （消防業務手当） 

第４条 消防業務手当は、本務として消防業務に従事する職員に対して支給することができ

る。 

 （災害派遣手当） 

第５条 災害派遣手当は、消防組織法（昭和２２年法律第２２６号）第４５条第１項に規定

する緊急消防援助隊及び同法第３９条の規定による北海道広域消防相互応援協定に基づき、

大雪消防組合以外の市町村に派遣され、災害復旧等の業務に従事する職員に支給する。 

 （救急待機手当） 

第６条 救急待機手当は、救急業務のため事前に勤務の割振りにより待機命令を受けた職員

に支給する。 

 （手当の支給額） 

第７条 前４条に規定する手当の額は、別表のとおりとする。 

（支給期日） 

第８条 特殊勤務手当は、その月分を翌日の給料の支給日に支給する。  

（施行規定） 

第９条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

   附 則 
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この条例は、昭和４９年４月１日より施行する。ただし、第３条に規定する分遣所手当に

ついては、昭和４８年７月２３日から適用し、この条例の施行の前日までに支払われた手当

は、この条例の規定による給料の内払とみなす。 

   附 則（昭和５０年３月２０日条例第２号） 

この条例は、昭和５０年４月１日から施行する。 

   附 則（昭和５２年４月１日条例第２号） 

この条例は、公布の日から施行し、昭和５２年４月１日から適用する。 

  附 則（昭和５３年３月３１日条例第１号） 

この条例は、公布の日から施行し、昭和５３年４月１日から適用する。 

  附 則（昭和５７年３月２８日条例第１号） 

 この条例は、昭和５７年４月１日から施行する。 

  附 則（平成４年３月３１日条例第３号） 

 この条例は、平成４年４月１日から施行する。 

  附 則（平成１２年４月１８日条例第６号） 

この条例は、平成１２年５月１日から施行する。 

附 則（平成１８年３月３０日条例第１号） 

 この条例は、平成１８年４月１日から施行する。 

附 則（平成２６年４月１日条例第 12 号） 

この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

附 則（平成３１年３月２２日条例第３号） 

 この条例は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年１２月２２日条例第１号） 

 この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（令和５年６月１４日条例第１０号） 

 この条例は、公布の日から施行する。 
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別表（第７条関係） 

特殊勤務手当 

種 類 支  給  額 備  考 

夜 間 特 殊 

業 務 手 当 

１時間以上２時間未満    ３００円 

２時間以上３時間未満     ５００円 

３時間以上           ７００円 

 

消 防 業 務 

手 当 

管理者が定める額  

災 害 派 遣 

手 当 

公用施設又はこれに準

ずる施設に宿泊した場

合 (１日につき) 

３，９７０円 ただし、その他の施設に宿泊

した場合は、災害派遣手当の

額の基準(昭和３７年自治省

告示第１１８号)により支給

する。 

救 急 待 機 

手 当 
１回    ８００円  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（～830） 


